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研究成果の概要： 
 学習環境の異なる様々な大学環境において同一の英語ｅラーニングシステムを用い、それぞ
れの学習環境や導入形態の違いがどのように学習結果や学習効果に影響するかについて研究を
行った。その結果、学習環境や導入形態（自学習型、ブレンディング型など）の違いに関わら
ず、成績が向上している学習者の特徴として、「学習量が多いこと」、「コンスタントに学習を行
っていること」、そして「まじめに学習していること」がみられた。逆に言えば、成績が向上し
ない学習者については、十分な学習量をこなしておらず、そしてコンスタントに学習を行わず、
締め切り間際の駆け込み消化が多いことから、英文をしっかり読まないあるいは音声をしっか
り聞いていないなどの不真面目な学習がみられることが明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 
様々な教育分野で e ラーニングが導入され

る中、その効果が正確に測定されている例は
非常に少ない。導入された e ラーニングに対
する受講者の反応などを探った学習後アン
ケートなどは数多くみられても、事前と事後
テストの実施による正確な効果測定という
ものは皆無に等しいのが現状である。さらに
言えば、同一の e ラーニングシステムを用い

て、さまざまな教育機関でその効果を測定し
たという例はまだ見ない。 
申請代表者が勤務する広島市立大学にお

いて開発、実施してきた Intensive English 
Training on the Web（以下、IETW）は、広
島市立大学の学生の英語力を上げることに
成功してきたが、この学習システムは、広島
市立大学のほか、九州大学、松山大学、比治
山大学、広島大学にも導入されている。広島



市立大学では国際学部という比較的英語に
関係の深い分野であるが、各大学では工学部、
医学部、歯学部などそれぞれ専門が異なる学
生が IETW を受講する。また、各大学での
IETW の導入においても、広島市立大学の完
全自学習型と異なり、毎日の自学習に加えて、
週に 1 度の対面授業で学生と接触し、IETW
の課題についての解説を行うという、いわゆ
るブレンディング型をとるケースもある。こ
のように、大学における非同期型英語 e ラー
ニングを利用すると言っても、その導入や学
習環境にはさまざまなケースがありえる。学
習環境の異なる様々な大学環境において、学
習環境や導入形態の違いがどのように学習
結果や学習効果に影響するかを明らかにし
たいというのが研究の動機である。 
 
２．研究の目的 

本研究の第１の研究目的は、学習環境の異
なる５大学において、学習期間や教材量、ま
た使用プログラムなどをある程度統一した
上で、ログイン回数や課題の正解率などの学
習データや IETW の事前事後に受験させる
標準化テストの結果を比較検証できる形で
正確に測定することにより、学習環境や導入
形態の違いがどのように結果に影響するか、
言い換えれば、環境や受講生の違いを超えて、
いかに英語 e ラーニングを効果的かつ効率的
に実施できるかという点を明らかにするこ
とである。 

第２の研究目的は、教師がどのように関わ
りサポートしていくことが、より効果的・効
率的な英語ｅラーニングをもたらすのか、つ
まり、さまざまな学習環境や学習者に対して、
より効果的なラーニング・マネージメントの
あり方を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 

平成 18 年度については、研究に参加した
５大学における様々な実施形態の中で、
TOEIC や TOEFL などの標準化テストを用
い、IETW の効果測定を行った。その上で、
IETW の「管理ツール」に記録されたアクセ
ス頻度、教材消化率、その他の学習記録、さ
らに学習者に実施するアンケートなどから、
e ラーニングに対する教師の介入やサポート
のポイントを探るための基礎調査を行った。 
平成 19 年度、20 年度においては、平成 18

年度における調査結果をもとにし、具体的な
改良点を設定し、仮説検証のための比較実験
を行った。学生へのサポートについては、単
に進度の遅い学生に注意を与えるだけでは
なく、「管理ツール」をもとにしたデータ分
析により、より効果的な指導の方法およびタ
イミングを探った。例えば、「管理ツール」
に残された学習記録からは、学生の週ごとや
曜日ごと、また時間ごとのアクセス率や教材

消化率などがわかるため、そのようなデータ
をもとに、例えばプログラム終了間近の駆け
込み消化を防ぎ、適正な学習を促すにはどの
ような学習時間管理が必要かを探った。 

また、授業内、授業外でのサポートについ
ても、「管理ツール」に残された学習記録や
アンケート結果から、学習サポートである
tutoringと精神的サポートであるmentoring
に焦点を当てながら、いかに効果的かつ効率
的に学生をサポートできるかという点につ
いて研究を行った。 
 
４．研究成果 
平成 18 年度については、まず平成 18 年 7

月 21 日に、研究代表校である広島市立大学
において、広島大学、九州大学、比治山大学、
松山大学の共同研究校すべてが集まり、第 1
回研究会を開催した。その中で、科研申請書
に基づき、平成 18 年度後期における各大学
における英語 e ラーニングの仕様や事前事後
アンケートについて打ち合わせを行った。そ
して、その結果については、後期が終わった
時点で、第 2 回研究会を開催し、報告するこ
ととした。 

平成 19 年 3 月 7 日には、共同研究校の一
つである松山大学において、第 2 回研究会を
開催した。共同研究校の 5 校のほか、同様の
英語 e ラーニングシステムを利用している立
命館大学、広島修道大学も交えて、それぞれ
の大学での実施結果や、その分析を報告した。 

事後テストの結果が出揃っていない大学
もあったが、事前事後と右肩上がりの大学が
ある一方で、ほとんど変化のみられなかった
大学もみられた。特に教材量が多いだけに、
いかに学生の動機を維持するかという点に
ついて、それぞれの大学が腐心していること
が報告された。 
とりわけ、プログラム終了間際の駆け込み

学習が大きな課題となることが明らかにな
った。それは、約 8 週間から 12 週間におけ
るプログラムで、最後の 1 週間に大量に消化
する学生が多く存在するという問題である。
この点については、広島市立大学が、2 週間
ごとにテストを e ラーニングに組み入れるな
どの工夫を行っているとの報告があり、その
結果、同大学の学生については、右肩上がり
の結果となっているとのことであった。 

また、教師と学生とのメール等でのやりと
りが、直接英語力の向上には結びつかなくと
も、動機づけにつながり、それがアクセス率
や消化率に影響するとの報告が、広島大学や
比治山大学からなされた。 

そのほか、ログインの際に最終ログイン日
時を表示する機能や、学習者側にアクセスロ
グと学習時間に関する作業記録を示す機能
をつければ動機の維持につながるなどの、シ
ステム改善に関する提案がなされた。 



また、この e ラーニングをきっかけに、そ
の後、どの程度、継続して学習をおこなって
いるかや、e ラーニングによる学習を終えた
後、どのように学力が低下していくかについ
ても追跡調査が必要であることが明らかと
なった。 

平成 19 年度は、まず広島市立大学で開発
し た ｅ ラ ー ニ ン グ シ ス テ ム Intensive 
English Training on the Web（IETW）を用
いた授業を各大学の前期及び後期において
実践し、履修者の学習データや事前・事後に
実施した TOEIC データを収集した。その上
で、平成 20 年 1 月 14 日にデータ分析会議を
開催し、各大学の学習環境の確認、データ分
析対象クラスの決定、データ分析対象除外者
の検討、データ分析項目の検討、データ分析
方法の検討、考察の視点の検討、研究結果の
発表方法の検討を行った。データ分析会議の
検討結果にもとづき、各大学で収集した学習
データ及び事前・事後の TOEIC データを同
じ切り口でラフな統計処理を行った。その統
計結果を平成 20年 3月 29日に開催したデー
タ分析会議において詳細に検討し、全体とし
てどのような学習効果が見て取れるのか、ま
た学習環境の違いが学習効果にどのような
影響を与えていると考えられるのかを考察
した。その結果、学習環境の違いに関わらず、
教材の消化率が高い学習者がより大きな学
習効果を上げていることが明らかになった。
平成 18 年度のデータ分析は各大学が独自に
行ったため、分析の視点がそれぞれに異なり、
学習効果を同じ尺度で比較・評価することが
難しかったが、平成 19 年度は各大学のデー
タを同じ条件で分析したことにより、学習環
境や教材消化率と学習効果との関係がかな
り明らかになった。この点が平成１９年度の
研究における最も重要な研究成果であり、最
も意義深い点である。 

また平成 19 年 8 月 9 日には、名古屋外国
語大学で開催された外国語教育メディア学
会第 47 回全国研究大会の公募シンポジウム
において、本研究に参加している５大学が平
成 18年度の研究成果について報告を行った。 
 平成 20 年度は、IETW を用いた授業を各大
学の前期及び後期において再び実践し、履修
者の学習データや事前・事後に実施した
TOEIC データを収集した。平成 19 年度のデー
タ分析により、学習環境の違いにかかわらず、
教材の消化率が高い学習者がより大きな学
習効果を上げていることが明らかになった
ことから、教材消化率ごとに学習成果（標準
化テストの結果）がどのように異なるのかを
分析に含めることとした。その結果、学習形
態（自学習型、ブレンディング型）を問わず、
IETW では、成績が向上している学習者の特徴
として、「学習量が多いこと」、「コンスタン
トに学習を行っていること」、そして「まじ

めに学習していること」がみられた。逆に言
えば、成績が向上しない学習者については、
十分な学習量をこなしておらず、そしてコン
スタントに学習を行わず、締め切り間際の駆
け込み消化が多いことから、英文をしっかり
読まないあるいは音声をしっかり聞いてい
ないなどの不真面目な学習がみられること
が明らかになった。 
 ｅラーニングの最大の利点は、「いつでも
どこでも」学習できることである。しかし、
その利点は往々にして「先延ばしで結局やら
ない」につながることが多い。本研究で行っ
た IETW を用いた研究においても、学習者自
身が学習をいかにコントロールしているか、
つまり学習の「継続性」、「量」、「質」をいか
に確保しているかが学習の成否を分けてい
ることが検証された。しかし、時間と場所を
選ばす学習できる非同期的なｅラーニング
では、その便利さの裏返しとして、いかに学
習を継続するか、学習量をこなすか、そして
真剣な学習を行うか、このようなことがほと
んど学習者自身にゆだねられており、この
「自身の学習をコントロールする」ことが多
くの学習者にとって大変難しいのである。学
習者自身によるコントロールが困難である
状況の中で重要となってくるのは、学習者そ
れぞれの学習を、教師（管理者）がいかにサ
ポートしていくのかということである。言い
換えれば、学習の「継続性」、「量」、「質」を
確保できるようなラーニング・マネージメン
トのあり方がｅラーニングの成否を分けて
おり、学習の「継続性」、「量」、「質」を向上
させるようなラーニング・マネージメントの
あり方を明らかにすることが今後の重要な
課題であることが明確になった。 
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